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７ 政策評価の取り組み方針 
  美里町における政策評価については、次の方針のもとに実施するものとする。 
① 政策評価は、自己評価を基本とする。また、客観的視点を考慮するため、外部評価を実施する。 
② 政策評価は、政策に対する事務事業の有効性評価とする。 

 ③ 政策評価は、政策の形成要素である施策段階に視点を置いた評価とする。 
④ 政策評価は、施策形成過程における事前評価とする。 
⑤ 政策評価における評価結果は、有効な手段を示唆するものであることから、適切な反映に努める。 


